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新しい発見がいっぱ
い！

教育
フェスティバル

〈日時〉10月19日㈯午前9時30分
～午後4時、20日㈰午前9時30分
～午後3時30分　〈会場〉総合教
育センター、視聴覚センター、プ
ラネタリウム館

○プラネタリウム投映　時間 午前11時～、午後1時15分～、2時 
15分～、3時15分～（各30分）／「世界の星空大回転」日本の
星空と世界の星空の違いを楽しむ／各当日先着250人／無料

○市立船橋特別支援学校の紹介　　　　　
○幼小接続の取り組み紹介・総合教育センターの活動紹介コーナー
○市立船橋高校の学校紹介と、同校によるICT教育実践教室
○飛ノ台史跡公園博物館による移動博物館とワークショップ
○ふなばし三番瀬環境学習館による展示・タッチプール
○プログラミングワークショップ

○千葉工業大学「科学の大広場」
○国立科学博物館によるスクールプログラム
○御滝中学校管弦楽部による演奏

○児童生徒科学論文・工夫作品展表彰式
○児童生徒社会科作品展表彰式
○算数・数学チャレンジふなばし表彰式

▲千葉工業大学の最先端ロボット
の披露やワークショップで、楽
しく科学を学べます

市ではこの期間に、建築パトロールを実施します。建築物を建てる場合には建築基準法を守らなければい
けません。所有する建築物が法令に適合しているか点検を心掛けましょう。問建築指導課☎436-267510月15日㈫～21日㈪は違反建築防止週間

10月19日㈯
両日

　　20日㈰

　市では、交通不便地域に住む高齢者の
足を確保するため、老人福祉センター
や自動車学校・教習所のバスを活用し

「高齢者支援協力バス」として運行してい
ます。協力事業者の都合により、10月 
1日から市川自動車教習所（塚田駅・馬
込沢駅方面）の運行を休止します。ご 
不便をお掛けしますが、ご理解をお願
いします。運行
ルートなど、詳
しくは市ホーム
ページをご覧く
ださい。

〈利用バス〉市川自動車教習所　問道路
計画課☎436-2055

市川自動車教習所の「高齢者支援
協力バス」を運行休止

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

不
退
転
の
決
意
で
行
革
に
臨
む

武
藤
：
今
後
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
要
因

と
し
て
、
社
会
保
障
経
費
の
増
加
や
公
共
施

設
の
老
朽
化
、
歳
入
が
思
っ
た
以
上
に
伸 

び
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い 

ま
す
。

市
長
：
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
行
政

に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
情
報
提
供
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
な
ん
と
し
て
も
行
革
を 

や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

導
入
が
遅
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

ベ
ス
ト
な
選
択
を

武
藤
：
指
定
管
理
者
制
度
と
い
う
、
公
の
施

設
の
管
理
を
民
間
に
任
せ
る
手
法
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
だ
い
ぶ
時
間
が
経
ち
ま
し
た
が
、

中
核
市
の
導
入
率
が
51
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
の
に
対
し
、
船
橋
市
は
11
・
５
パ
ー
セ

ン
ト
と
遅
れ
て
い
ま
す
。

日
吉
：
民
間
に
任
せ
る
と
利
益
優
先
で
サ
ー

ビ
ス
が
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声

が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
そ
う
い
っ
た
制
度

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
民
間
そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
な
と
こ
ろ
で
役
割
分
担
を
し
て
い
く
こ

と
が
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

谷
本
：
他
の
自
治
体
で
は
す
で
に
失
敗
事
例

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
船
橋
市
は
導
入
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
を
逆
手
に
と
り
、
多
角
的
な

観
点
か
ら
検
討
を
行
い
、
民
間
に
委
ね
ら
れ

る
部
分
は
積
極
的
に
任
せ
て
い
く
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

使
用
料
等
の
見
直
し
は

市
民
感
覚
に
配
慮
を

武
藤
：
船
橋
市
は
こ
れ
ま
で
、
財
政
的
に
ゆ

と
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
使
用
料
等
を

低
水
準
に
抑
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

本
木
：
使
用
料
等
の
見
直
し
は
、
利
用
す
る

人
と
市
民
全
体
と
の
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

直
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
理
屈
を

市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
一
方
で
、
と
て
も
大
切
な
部
分
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仮
に
見
直
す
場

合
で
あ
っ
て
も
、
段
階
的
に
見
直
す
な
ど
、

急
激
な
負
担
増
と
な
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

定
期
的
な
見
直
し
を

武
藤
：
市
の
単
独
事
業
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
際
限
な
く
実

施
し
て
は
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
事
業
の
見
直
し
を
行
う
上

で
重
要
な
視
点
と
は
。

谷
本
：
船
橋
市
は
他
市
と
比
べ
て
や
り
過
ぎ

じ
ゃ
な
い
か
と
い
っ
た
事
業
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
事
業
開
始
当
時
と
比
較
し
て
今
の
時

代
に
即
し
て
い
る
の
か
、
他
市
と
比
較
し
て

突
出
し
て
い
な
い
か
な
ど
と
い
っ
た
視
点
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
は
身
を
切
る
改
革
か
ら

武
藤
：
行
革
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
目
に

見
え
る
行
政
内
部
の
効
率
化
や
人
件
費
の
見

直
し
な
ど
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長
：
行
革
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
な
し

で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
徹
底
的
に
行

政
内
部
の
無
駄
を
排
除
し
、
総
人
件
費
の
抑

制
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
を「
ふ
な
ば

し
C
I
T
Y 

N
E
W
S
」（
J：C
O
M

チ
ャ
ン
ネ
ル
／
地
デ
ジ
11
c
h
）で
放

送
し
ま
す
。
放
送
時
間
は
10
月
1
日
㈫

～
14
日
㈷
正
午
～
、
午
後
8
時
～（
各

15
分
。
5
日
㈯
、
6
日
㈰
は
午
前
9
時

～
、
午
後
8
時
～
）。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
動
画
で
見
ら
れ
ま
す
。

　8月31日、市民文化ホールで、船橋市では 
初の試みとなる「行財政改革（行革）」をテーマと 
したシンポジウムを開催しました。当日は武藤
博己氏がコーディネーターとなり、約400人の
観客の前で、船橋市の未来について熱い議論が
交わされました。熱論！行革シンポジウム

市
長
×
有
識
者

「行革」で変わる船橋の未来●vol.5

◆法政大学大学院公共政策研究科教授 ◆船橋市長 ◆株式会社日本総合研究所リサーチ・コンサ
ルティング部門ディレクター /プリンシパル

◆公益社団法人神奈川県地方自治研究セン
ター研究員、法政大学人間環境学部兼任講師

◆船橋市自治会連合協議会会長

問行政経営課☎436-2462

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

　
武
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博
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氏

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

　
松
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氏

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

　
日
吉
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氏

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

　
谷
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氏

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

　
本
木
　
次
夫 

氏

次回（広報ふなばし11月1日号）は、「歳入の確保」をお知らせします




